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我々は不安定核の電子散乱実験を実現すための新しいターゲットシステムSCRIT(Self-
Confining RI Ion Target) を提案した。SCRIT法の有効性を実証するために京大化研KSRにプロト
タイプを挿入しR＆D研究を行ってきた。３年半かけて装置を熟成させ、今年４月の実験で、SCRIT
に蓄積したCsイオンからの弾性散乱電子の観測に初めて成功した。蓄積イオン数は約5 x 106個、
衝突ルミノシティーはおよそ 1 x 1025 /cm2/sに到達した。SCRITは、わずか100万個あまりの
イオン数があればターゲットとして機能することが証明され、その有用性が実証された。

今回のセミナーではこの４月の実験結果を中心に議論する。


